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結 核 縄皮 免 疫元fデ ル モ ツベ リ ン」ニ ョル

學 童 集 團 治療 成 績 二就 テ

大 阪 住 吉 内 科 病 院

齢 蹴 住 吉 彌 太 郎

雛 第繭 竹 中 圭 一

鋳離 鍛 高 橋 あ や 子'

緒 言

結核豫防治療 ノ緊要 ナ ルハ今更喋 々テ要 セザ ・・

塵ニ シテ殊 二職時下的資源充實 ノ要切 ア ・レ時結

核封策 ハ我國 二於 ケル刻下 ノ急務 ナ リ。結核 豫

防治療 ノ難問題 二封 シテハ幾 多 ノ先人 ガ涙 グマ

シキ苦心研究 ヲナ シ或 ハ秒 バ ル クリン濟 彗ノ皮

下注射 二esリ 或 ハ弱毒生菌 ノ糸璽n的 発疫 ニ ョリ

コノ目的 テ達 じ ト企 テ タリ
。然 レ兵之等 ノ方

法 ハ名クハ忌 ムベ ヤ副作用 テ減少 セ}ト シタル

弱毒 「ツN'ル クリ ン」鋼 ハ其数勘 ク所期 パ 嫡L華

暴ゲ得 ザ リ シナ リ。余 ハ夙 ニホ フマ}、 ブロ,ホ

ノ「エゾフ ィラキ シー」墨譲 二基 キ幾多 ノ動物 實

験 テ重 系、皮廟 ノ管 ム封 内防禦 作珊 ノ玄妙 ニ シ

テ、皮膚 テ通 ジテ冤疫 テ企圏 スル事 ノ最 モ合理

的 ナルラ知 リタ リ。 而 シテ滞歓中結 核経 皮発疫

元「デル モツベ リ ン」テ創 製 シ多撒 ノ動物 實験 及

臨 休實験 ニ ョリ其著明 ナ ・噸 果 テ確 認 シタ リ。

由來 多クノ傳 染病 ハ皮属 ヲ通 シテ{專染 スル モ ノ

ニ シテ、腸粘膜 テ通 シテ{專染饗病 スルモ ノ ト難

モ皮膚 ヨリ病原 菌 ノ浸 入 スル事 實ハ最近認 メ ラ

レタル腿 ナ リ.ベ ス レヅカハー定細 菌 トー定細

胞 トノ間 二親和 力 アルヲ説 キ、而 シテ親 和性 細

胞 ト抗原 ト接燭 ス レバ局所二発疫成立 スル ト説

ケリ。余ノ・之 彼 膚 ノ吐 ゾフ,ラ キ シー」作 用

ニョルモ ノト信 ズ
。生艦感 染 ノ際皮 膚ハ犠牲 ト

ナ リテ病攣 テ起 シ内臓 テ防禦 ス心廠疹然 り、狸 紅

熱然 リ、痘瘡然 リ、褒疹 「チ フス」然 リ。鄙 チ之

等博4と病 二際 シ皮腐 轟贋汎 ナル病 攣 アルニ拘 ク

ズ内臓 ・・割合 二病愛 少 シ、廠疹 ノ際 皮慮 ノ登疹

著明 ナル時 ノ・所謂 内攻 ヲ起 サズ、 父、腸 「チフ

ス」轟於 テハ 薔 薇疹 ノ 獲現 即 チ皮 噛 二「チ フスJ

歌病 攣 ヲ起 シ糞汗 シテヨ リ治癒 二向 フテ認 ム癖

之即 チ「エ ゾフ4ラ キ シーJ作 用 二他 ナ ラズ。

余 ガ結 核経皮免疫元1デ ル モツベ リ ニ」ハ 「エ ゾ

フィラキ シー」學説 二基 ヰ皮密 テ通 シテ結 核発 疫

ヲ企圖 シ創製 セルモ ノニ シテ、結核 菌罷 及結核

菌毒 テ或藥 品 二混 ジテ皮慮 ヨ リ吸牧 サ レ易 ク シ

タルモ ノナ リ、而 シテ之 レテ1滴 入盟 二塗擦 ス

ル時 ハ健康 者 ニ ア リテハ60%以 上 、結核 患者 ニ

ア リテハ85宏 、24時 間 後塗擦部 ノ皮慮 二瑳疹 テ

認 ム、帥 チ陽性反鷹 ナ リや見童 二於 テハ成入 ヨ

リモ陽性率低 シ。塗擦 テ反復 スルニ從 ヒ嚢疹 ノ

藪檜 加 シ、出現 二要 スル時 間ノ・短縮 サ レ、騒疹

清退 ノ期間 モ短縮 ス、 即 チ過敏反慮 ナ リ.更 二

塗擦 ヲ繰返 宏轟 於 テハ 途 二 蕨疹 ヲ見ザル ニ 到

リ、僅 カニ皮慮 ノ糠黙剥 離 テ見 ル ノ ミトナル.之

「ボ シチー・ぐアネル ギー ノ表現 トモ見 ルベ シ
、

塗擦 ヲ重 衿 レニ從 ヒ漸次発疫檜 強 シ自他 費的 二

症歌 好轄 テ認 ム.

「デ ルモツベ リン」ハ既 二 十薮 年 ノ臨鉢 實験 テ

重 外、本 院 二於 テモ約6000例 ノ實験例 テ有 シ

多嶽 追試者 ノ蕨表 モ ア レド、 未グ學童 二封 スル

集團検診治療 ノ實験例 二乏 シキヲ遺 憾 トス.偶
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々布施 市第 一二小學校 々警竹 中氏 ノ本鮒 二封 スル

深 キ理解 テ得、 同校 二於 テ養護 見童47名 、一　一般

健康見童約400名 二集 團的 二rデ ルモツベ リ)」

塗擦實瞼 テ爲 ステ得 タ レバ 其結 果 テ舷 二獲!乏

ス。塗擦開始前 二於 テ蕪訟 馬 汁 ゲ ・豫 撮

影、赤 沈測定、 「マ 幡 ウ」反壁、膿 重検査等 ヲ

ナ シ、3り同塗手察後m於 テ再 ビ 旗しラノ検査 ヲナ

シ前回 ノモ ノト封 比 セ ルハ勿 論 ナ リ。

3{}回 塗擦 終 了後 ノ諸結 果

ダヂルモッベ リ ね30同 塗擦 二 依 ル 各歌態 ノ機

化 ・・第1表 ノ如 キ結 果 テ得 タ リ。 之 ラ細別 シテ

観 察 セ ン.

(わ ・騰重 ノ攣 化

罷 重 ノ憂 化二就 テ見 ンし…・・全 籔47名 中

第2表 艦 重 琴墜化 表

1Kg獄 上 増 加　　　　　　　　　　 23名

0.5Kg-1Kg増 加 　　　　　　　　2名

梢 ≧檜 加 ノ者 　 　 　 　 　 　 　　1名 　 　 　 x

ニ シテ之 ハ全艦 人藪 ノ55%強 二 常 ルe攣 化 ナ

キ者、其他 チ合 シテ21名 有 リ全撒 ノ45　ft.二當

ル諺Pチ 艦 重ハ増 加 ノ傾 向 ヲ有 シ、現 二檜 加 シ

タル者ノ・全撒 ノ牛分以上 ラ占 ムル黙態 轟 シテ更

二之 ヲ 細別 ス レバ次 ノ如 クナ リ
。 赤沈 中値良

好 ノ者、大差 ナキ 者、 合計36名 中龍重増 加 ノ

傾 向 テ有 シ居 ル者或 ハ現 二檜 加 シタル者20名 、

之 ハ全 敷 ノ約43%二 當 ル.赤 沈 中値大 トナ リ

タル者11名 中現 二罷重 ノ増 加 セル 者 づ ノ申 ノ

牛撒 ラ占ム.

(2)赤 沈 ド デルモツベ リ ンコ丈慮 ノ關係

赤 沈 中間値 ノ大 トナ リシバ必 ズ シモ病黙 ノ悪 化

テ示 シタルモ ノト速噺 ス ル事 テ得 ズ.

何 故 ナ レバ次 ノ如 キ 原因 テ有 スル 者 ア レバナ

リ、 帥 チ此中 ニハ「デル モツベ リン」反癒強度 ト

ナ レル爲 二皮 膚炎症 ノ影響 二3リ テ赤沈 中間値

ノ大 トナ リシ者帥 チ「ヒペ ルエルギー一ゾ 封犬態 ニ

テ異 状 ヲ示 シタル者 ア レバナ リ。

赤沈 中闘値大 トナ リタル者 テ細別 ス レへ

皮麟反磨 二依 ル者4名 、 中2名 艦重}曾加、陰 性

歌態持緬者3名 、全 部艦重増加、 陽性反 慮減 少

中 ノ者1名 、§豊重ナ曾力f1、反 慮、彊豊重>ik・著 攣・無 キ

者3名e

特 二陽性反 懸減少 中 ノ1名 ノ・明 カニ らボシチィ

ベ ヒボエル ギーっ 轟獲 ジタル者 ナ リ,又 陰性状

態持績 中 ノ者 ノ赤沈速 度促進 ノ現象 アノ・ノ・検査

當時他 ノ異歌事項 二基 因 スルモ ノ ト思 ハル.其

故 ハ漸次禮重 ノ増 加 ラ示 シ検診 所 見二著攣 テ見

ザ ル事 二依 ツテ明 カナ リ癖 唯最後 ノ反慮艦重共

何 等 ノ著攣 テ見ザ リシ3名 ノ ミガ今後ノ 結果 二

{莫ツベ キモ ノナ リ礁

Cめ 罷 重 ト「デル モツベ リ 彗 反 慮 トノ關係

「デルモツベ リ ン」反癒 及 ビ艦重 ノ雨 方共増加 シ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の

タル者 ハ13名 エシテ全撒 ノ28?6二 相當 ス。反

懸不攣者 く赤沈中間値如何二關セズ)ノ内陰性状

態持緬者12名(内7名 罷重檜加)陽 性獣態持緬

者8名 く内3名 艦重」曾力rDトナル、又反鷹 ガ減少

シテ龍重ガナ曾力『1シタル者3名 アリ◎麿Pチ之等テ

簡輩∴記セバ、

艦重塒加　反懸塘椥者　　　　　13名

龍重檜加　反慰 不憂者　　　　　10名

艦重増加　反黙滅少者　　　　　3名

更二反懸不攣 ノ者 華内別 シテ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 φ

陽性ニテ不攣 ノ者 　 　 　 　　 　3名

陰性 ニテ不攣 ノ者 　　　　 　　　7名

尚特二附言ラ要スル事へrデ ルモ・ソベリン」J叉

鷹 ノ陰性 ヨリ陽性二轄 ジタル者ハ蝦 テ通 ジテ
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第3表 　 鱒 重 ド デル モ ツベ ル リソ」ノ關 係

デ 反 鷹 、騰 重 共 二増 加

《内特ニテ反懸(一>3・鍾十)二簿ズ〉

　　　　　　　　　　　　 亦沈中値小トナ1赤 沈中値大差ナ　　　　　　　　　　　 1
豚 ル25名 中 キモノ翠 名中

ド 贋

　　　　　　　　　　　Lj_
　　　　　　　　　　　　　　　 5

　 　　 3

　 　　 (2
一 　巴　一　　　　　盈　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'　　　　　　　　　　　　　　冨　　　　一　　　　　…　　一一

　　　 2

赤 沈 中1直大 トナ　 　 　 　 　 　 　 　 計47名 中
リタ ・し11名 申

　 　 　 2　　　　　　1　　 13　 名　　ソ8乞、

　 　 　 ζ1♪　 　 i　 　 lo名
_　 … … ㎜ …-

　 　 　 3　　　　　　{　　 1⑪　名　　21%
　 　 　 　 　 　 　 …　 　 　 　 　 　 　 …… 喘}一

　 　 　 …… 一一 一

　 デ反 旛 不攣、器 重増加　i　 　 　 　 　 　 　 　 　 ._.　5

デ 反 懸 減、艀 重 塘 加　1　　　 2 0

__… 肝 一 一 …

　　　 1　　　　　 3名 　　6%
　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜側　　　　… 　　　　　　　一　　一 　　一　一 　一

　 　 　 〇
　　　　　　 一　　　　1
デ 反 磨 不 攣、膿重減少　　　　　　　　　　　　　　 1

綿 ㎝ 　

一

0

…闇　

　 1名 　　2%
曲__一 　 …}刷 　

　 9名 　 19%

一　腎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎝ 　… … 闇隔　　　　　　　　　…… … … 　　_　 _

　デ反 旛 鷺重 共 二 不 攣
　 　 一…

・　 た一 3
　 　 　 　 -一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 二一一一
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ∂

デ鷹 壇加、腫 為躯7町 一　 ガ

特二(一 ジ訓 く+〉二軸 フごノ　　　　 2/

　 　　　　　　　　　　　　　　 1

一 轍　

　　　 3
　 　 -一 冊w-

　　　 2

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 一

　　　　 2　　　　　　 8名 　 17%

　　 　　野　　　　　3名)　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一曲　　　　』一

叛 鰍 少即 蘇 憂 ヤ{一 一一
　 　 一{一 　… 閉一 一 帽

0　　　　　　3名 　　6%

13名 ア リ,,此 中 ノ10名 ガ 「デルモ・ソベ リ ン」反

鷹、禮 重共 綴 曾加者13名 中二含 マ レ居 ル事 ナ

リ,,罷 重 ノ増加 セ シ入藪 ハ26名 ニ シテ其牛敷 ガ

「デル モツベ リ}」 反懸 ノ増 加 ヲ示 シ居 ルナ リ
.

此検査中偶然 ニヂデ}レモツベ リン。り叉懸 ノ増減 ハ

艦 重 ノ増加量 二封 シテハ アマ リ醐係 ナキ モ、 反

鷹埆加 ノ屈教二比例 シテ龍重増 加 ノへ撒 ノ}曾加

セル傾向 ア,し事 テ駿 見 セ リ.

〈4>「デ ルモツベ リリ 丈鷹 嬢 疹駄態)ノ ㍉郵 ヒ

ぐイ)「ヒぞルェ}しギーコノ黙態 轟 アル者、卸 チ現

第 ↓ 表 ザデルモツベリ乳 反磨議 疹/攣 化

轡 男製 輪1聾 噸擁 串1奪娑暫1くゑ剤

デ騰 渤/

デ反 磨 増 加　・

デ樋.不 璽 卜…

11

無
3

6　 　　　　　　　　 4
一
り
δ

2

　6

1

計#名 巾

2】 名　 45%

2}名 　 43%

6名 　 12%

第5表

一一　 　 　 一一　　　一一 　　可一　　一　一　　T　　　　　　　　　　　　　　一 　㎜"　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　一 　　　　一　　一一 一一 　　一一一

デ 反 旛 ヒ　ベ ル エ ル ギ ー　 (髄

,,　　 　　　 (盤重不
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一冨　　{

デ 反鷹 ボ シチ ー ベ ヒ ホ エ ル ギ ー　 (騰
　 　 　 へ　　　}　 　…

"　 　　　　　　(膿重
　 　 　 "…　

デ 反 癒 十 ニ テ 不 愛 ノモ ノ　 (鐙
一一　 一一一一一 一一 一 一

　　"　　　　 (禮重不攣

デ反旛一ニテ不攣 ノ者　 (燈重壇加 シ

、　 ,,　　 　 　 　 、留 重 不
　 　 　 　 　 　 _㎜_…_…_一　 　 　 　 …w〕w

計一

獲疹駄態ト禮重及ビ赤沈

　　　　 赤 沈 好 榑 者

　　(髄重増加湘

(器重不攣化者)1

　 　(骨蒙重ま曾トカロ)　旨

　(膿重不憂化)1

　 　(鐙重壇加)

一 　』1…一 …一 一 ㎜…-w=

　 　 　 　 6名

　 　 　 　 2名

　 　 　 　 3名

静重不饗 ノ者)

11名 　 23.4z

　 　 　 　 12,拶 。 …
　 　 　 　 　　　　　　　　　レ

　 　 　 　 4,2%　 1

　 　 　 　 6.3%

　 　 　 　 6.3%　 　　　0

赤 沈 異 常 者

2名 　　 4.2%

2名 　　 4.2%

1名 　　 2.1%

0

3名

2名 　 　 　4.2ク 。

4名

5名

　 　 　 i-　 　 　 　 　 3　
二名　　　6.390

　 　 　 ミ

8。5引3名 　 6、3%

10.6%　 　　　0

在爾盛 ンニザデ ルモツベ リ ン」反庭 礎 疹/ノ 増 加

テ示 シテヰル者 ・・、全撒 中21名 ニ シテ内13名

罷重増 加 セ リ.皮 膚 ノ影響 二依 リテノ赤沈 中値

ノ増加 テ示 シタル者此 ノ内4名 ア リ。全敷 ヨ リ

見 レバ「デルモ ッベ リン」反慮増 加者ソ・45珍;

當 レリ.反 慮、韻重共 二檜加者 ハ全 撒 二 封 シ

28〈「tノニ毒嵩ノレe

(ロ〉「ボ シテ 壕一ベ ヒボ エルギー」ノ歌態 二至 リ

シト思ハルル者、 郎 チ陽 性 ノ「デルモ ツベ リ ン」

反慮 ガ漸次減 少 シヅツ アル者6名 アリ、其内牛

　 　 36名 　 75.2%1　 11名 　 24.1%　　か 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のセ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　藪 ハ艦重 ノ増 加 ラ示 ス.　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぎ

ぐハ)9デ ルモ ツベ リ ニJ反 懸不攣 ノ者 ヲ細別

ス ♪レ ニ　 　 　 、

(1)陰 性状態 ・　:・・テ不攣 ノ者

赤沈良好 ナル者 ノ内

(内4名 艦重檜加)

赤 沈異常者 ノ内

全部 禮重塘加

計12名

　 9名

3名

〈2)陽性 ノ歌態 ニテ不攣 ノ者 計8名

赤沈良好 ナル者 ノ内　　　　　　 5名
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(内3名 艦重増加)

赤沈異常者 ノ内　 　 　 　 　　 　3名

右記 ノ中全盤 テ通 ジテ「ヂ」反慮艦重共不攣者ノ、

10名 ナリ。

「デ」反癒陰性者中　 　 　 　 　 　5名

「デ」反鷹陽性者中　　　　　　　　5名

以上 ノ結果ハ1300名 見童中 ノ要保護者(養 護見

童>47名 二就キ、30同 ノ「デルモツ〈・リニJ塗擦

療法二依 リテ得 タルモノニシテ、現在ノ塵其 ノ

79%二 當 ル37名 ガ健康駄態二復 シツ ・アル事

　　　　　　　　 第6表A

ラ認 ム。而 モ ソ ノ内特 二29名 ハ 盟 重其他 二關

シ内タ供 二 好轄 シタル事 テ観察 セ リ.現 在 ノ慮

10名 ハ今後 ノ結果 二挨 ヅ事 トナ レリ。特 ・…此療

法 二依 リ反 癒陰 性 ナ リ シ者13名 ガ陽性 二 轄 ジ

タルハ注 目二橿 ス。尚養護見 童 二封 シテ今爾塗

擦 テ緬 行中 ナ リ.

次 ニ ザデ ルモ ツベ リ ン」 ト「マ ントー」反慮 ラ第

6表 一・:…示 シ比 較 ス(塗 擦 前A表 、30同 塗擦後B

表)。

50同 塗 擦結 果

「デ ル モ ツベ リ ン」ド マ ン トー ト ノ反 磨 比 較(塗 擦 前)

赤 沈 申 値 小　ト ナ　・
リ　 タ　 ル25名 　 中

　　　 陸 モツトい 一　
一　　…　　 17　 　 1　　 16

+　 -　 1　 … 一τ 一一 　　　i

+　 …一 脚4　 i　 2-
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 …

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　""}

　 　 　 　 　 一 一

十十　　　　　3　 　 ・　　 2
　 　 　 　 　 　 　 ;
柵　　　　　0　　　　　 2
　 　 …　 　 　 　 　 一 　　　　一マ　ー 　　　　一　　一　　}}}一

不明　　　　0　 　　　 1

　 赤沈中{直大差ナ　　　 赤沈 中徹大 トナ ゆ
　 キモ ノ11名 中　 　 Ptル モノ11名 中

デ… ヅ マ・卜 勉 モツ 渉 トー

　　　　　　　　　　　 5　　　　　 63

　
1

4

0

万

…4

　0

.

{

　

…

…

}}

0

㎜
4

3

「

[0

0 0

　　 5

1--o
1

1　 1

1

3

0 0

　　　　1-　 　 ±　 　 +

五鉱工265豆 麺 雲2距
一 トーi2553%…36%136%1613%

朴 　 、 柵 ・1
　 　 　 　 　 　 　 }

13%　 1　1　　2%　 1

　　 」一 一一一l
　 　 l9　 19%

　

名

†鯵
費
　

7

　

㎝
4

(不明1名 共)

　 47名

第6表B　 「デ〃 モ ツペ})ン 」ド マ ン トー」ト ノ反 鷹 比 較(30同 塗 擦 後)

値 小　ト ナ　　　　 赤沈中値大差ナ
ル25名 中 　 　 　キモ ～11名 中

・　・eツ ー ト ー デ ・L-Eツ1一 ト

8
。_、10.。_.L。1　 ,　 3_一

　2　 　　　　 1　 　 1　　 3　 　 1　　 0

5… 　 。i署+「 一一

ナ
塑

　

　

}

恥

導

中

一
ト

ト

ー

大
1

値

ノ饗赤』
ンマツモルデ

3

1

3

3

Aり

一
(

4 2

0 0

次二50同 塗擦終了後 ノ結果 テ見ルニ、冬季 ノ爲

力感冒氣味aテ 休校中 ノ者2名 アリ、此2名 及

ビ以前 ノ30同 塗擦終了ノ結果ニテ好轄 シタリ

ト確 認 シタル 者25名 計27名 テ 除 ク残 リノ20

名 二就 テ ノ諸成績 テ登表 ス。(前項今後 ノ結果二

挨 ツ者 テ10名 トナ シタルモ 攣化少 キ 者 テ加へ
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嚢

20名 トス海

/1>30同 終 了 ノ結果赤沈 中間値大差 ナキ 者11

名、 内1名 休校 中.

イ、赤沈状況

赤沈 中値大 トナリ シ者

著攣 ナキ者

華少 トナ リシ者

検査不明

ロ、艦 重罰大潟

梢 ζ増加者

1冠 増加 者

1.5瓦壬:噌かU者

垂

2冠 増 加者

2.5瓦 葺:b財力n者

名

名

名

名

-

り0

1

1

名

名

名

名

名

4

1

00

1
点

雪⊥

(2)30回 終 了 ノ結 果赤沈 中間値大 トナ リタル

者11名 、内1名 休校 中a

第7表

イ、赤沈状況

赤沈 中値大 トナ リ シ者

/著 攣 ナキ者

少 トナ リ シ者

検査 不 明

ロ、罷i重状況

著攣 ナキ者

1醒i増 加者

1,5憂f:埣撃力『」者

2瓦ii:噛カロ者

2。5狂 女省力"者

5名

2名

2名
灘

1名

名

名

名

名

名

3

2

1

9
θ

9
臼

壌以上 ノ如 ク赤沈封犬況 二於 テ中値大 トナ リタルハ

前述 ノ通 り皮 膚炎症 ノ爲 ト見ルベ シc之 三献 テ

ハ第7表 ヲ 参照 ノ事./赤 沈 中値攣化状態 ハ30

同 終 了後 二於 テ赤 沈中値大 差 ナキ者 及 ビ大 トナ

リタル者 ノ中:ヨ リ垂麦藁c.

赤 沈 中 値 攣 化 状 態

氏 名(灘 尉(轟 鮒 御
2539

・」璽1■L _簗_一
一115

-18___1
一57
-L _璽

10

9

第3i巳ll 第
50同 終 了後i

44,∬
　　 ら　　　 く　 　

24{

30

14 34

55

4

3

ウ
向

1
T

83

　　　　 　　 り

128

i27

…}一i-

14

51

4同 耐 欝 後
、

/十

/十

16十

19十

/十

/一,

£2十

2・ 　1

14

20

一
24

一
19

哨δ

5

登
り

9∂

7

一 8

36

十

ト

　

11 十

10 7 17 4 十

第7表 ノ示 ス如 ク、第2回 ギ30回 塗 擦後 二赤沈

中値 小 トナ リタルモ ノニ シテ第3同(50同 塗擦

後》ニテ大 トナ リタル者6名 アリ、之ハ50向 後

二於 テ始 メテ著攣 ヲ見出 セ シ者 ナ リ.印 チ`艦一重

ノ増励 デル モヅκ リ ン収 慮多 ク、赤沈 中値大 ト

ナリタリト難 モ何等病状 悪化 テ示 スモ ノニ非 ザ

ルヘ ドレントゲ ン…透視 及 ビ爲眞 ニテ病駄 ノ進行

テ認 メ得ザル事 ニ ヨリテモ明 カナ リ。「デルモツ

ベリ ン」塗擦50同 終 了後 ン結 果 ヲ通 観 スルニ
、

30回 後ニチハ全数 ノ55場 ノ艦:重}曾加 ヲ見 タリ

シニ50同 終 了後 二於 テハ禮重増加 ヲ 見 劣ル者

ハ89%卸 チ42名 工達 シ僅 カニ3名 ガ{2名 ハ休

校)何 等 ノ攣 化 ラ示 サ ぐリシ ノミナ リa

50同 終 了後 ニテ 赤沈 中値大 トナ リタル 者 ノ皮

噛 ハ、護疹 程度甚 タ シク局所ハ赤化膨脹ゾ 黙態

轟至 レリc父 半身 二異常嚢疹 ヲ示 シタル者 モ認

ノ タリc之30同 轟 テハ 赤 沈中値 少 トナ リシモ

5σ回 轟 テ皮膚反 鷹 ノ爲 二 赤沈大 トナ リタ リト

兇 ルが至當 ナルベ%術 策1同 、第2同t第3

回 ト順次赤 沈中値大 トナ リタル者 ノ巾ユ モ前記

ノ如 キ襲疹状態 蒜 アル者 モ ア リ、 叉検査 當時感

冒気味ニ テ赤沈 中値大 トナ リシ ト思ハ ル ・者 モ

触
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アリ、特 二反慮(一)二 攣 ジテヰル者ノ・順次 陽性

無 反慮 ノ状態 二近 ヅキ ツ ・アル者 トスベ シ、之

等50回 終 了後赤沈 中値大 ドナ リ シ者 二 就 テ更

二 自宅 二於 テ塗擦 ラ練行 サ セ日ヲ隔 テ ・赤沈 ヲ

検査 セルニ同表銘4同 ノ如 キ成績 トナ リ赤沈中

値概 シテ小 トナLリ(斜 線 ・・訣席 者)。

次 二50同 終 了後 自宅 二 於 テ 塗擦績術 中 ノ者 テ

加 へ日ヲ隔 テ ・「デルモツベ リン」反庭 が如何 ニ

ナ リ シカ各 自 ノ報 告 ヲ求 メソ レテ見 ルニ、

「ボ シチーベ ア ネルギー」叉ハ近 キ者18名

「ア レル ギー」19名

之 テ全数(47名)ヨ リ見ル時ハ.

「ボ シチーベ アネルギー」うζハ近 キ者38.4%

'
「ア レル ギー」41.9%

二當 レリ。5名 ハ不破、5名 ハ報 告 ナ シ。 此中

二次 ノ如 キ者 アルハ注 目二慣 ス
。 即 チ第7表 中

赤沈 中値 ノ順次増大 ラ示 シタル者 ハ難 波、築 山、

野村、大西、川崎 ノ5名 ニ シテ、 其内前者3名

ハ初診常時微熱 テ件 ヘル者 ナ リシ翠微熱 消去 シ

タリ ト言 フ。而 シテ「ボ シチー ベ アネルギー」二

近 キ状態 二至 リ居 ル ト言 フ。 叉「ア レルギー」ノ

状態 子 アル者ノ・第7表 中 ノII詞 、 山川、砂 山、

庄:野 ノ四名 ナ リ。

保 護者 二封 シテ塗擦後 ノ感想 テ求 メタルニ其 ノ

殆 ドが本法施 行二封 シテ感謝 ラ寄 セ居 リ、 多 ク

ハ食慾 乃曾遊 シタル ヲ報 告 セラ レタ リ。次 二興

味 アル例 テ選 ビテ「レンFゲ ン」爲眞 テ掲 ゲテ成

績 テ登表 セ ン。

第1例(「 デルモツ」異常反懸者)

姓名 ■9歳 男

病名 右肺浸潤

塗擦前

町 ゲ・像舗 耀

赤 沈 中1直55

醗 重23.0,

マ ン トー反 胞'1什

デ ル モ ツ反 磨 汁

30周 後

/
1

57

23.0

十

十

50向 後

著 愛

撫 シ

83

23。3

十

十

「デルモツ」ノ螢疹上半身二 出現セシモ順次減少 シ食

慾非常二元進ス(塗 擦開始約1ケ 月後申出)。

聲

.

塗擦前(第1例)

3き

1℃ ノ

50回 後(第1例)

第2例 ・

姓名 ■8歳 男

病名 肺浸潤

塗擦前30向 後50向 後

一 ・ゲ・像 繍 嵩1犠 翻 轟 塗

赤 沈 中1直

罷 電

マントー反慮

デルモツ反応

第3例

80

16.4

21

16。6

±

十

姓名 ■10歳 女

病名 肺門浸潤,

・ 塗擦前30同 役

… ゲ・像 鰯 羅 讐)/

赤 沈 中 値9.55

23

1?.4

十'

50周 後

著攣
無シ

6
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27]

塗擦 前(第2例1

V

50同 後(第2例)

塗擦前(第3例)

髄 室'18.619。321。4

デ ル モ ツ反 庶 ・一 十 、

マ ン トー反応 ・ 一+一

特 二食 慾 増 進 ス。 此 ノ頃 咳漱 止 ミ禮 重 増 加 セ リ(塗 擦

開 始15日 後 申 出)。

50同 後 節3例 、

第4例

姓名 一i3歳 男

病名 肺門浸潤

塗擦前30同 後

viト ゲ ン像

赤 沈 中 値

髄 重

マ ン トー反 慮

デル モ ツ反 騰i

下
り
リ

ア

陣
影

5

賠
陰

14

23

脚

　

右
部

柵

冊

/

19

22.s

十

赤 沈 中値 塘 大 ス レ・ドモ病 状 悪 化 ノ 傾 向 無 シg

初 ヨp「 デル モ ツ」反 応 強 陽 性 ナ リ。

あ

50向 後

著愛
撫 シ

35

25・

±

十

塗擦最

塗擦前(第4例)
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50周 後

第5例

姓名 一9歳 女

病名 左肺門腺腫

・塗擦前

レ ン トゲ ン像.

赤 沈 中 値

能 重

マ ン トー 反応
こ

デルモツ反感

(第4例)

騨

㎜

左
門

30同 役

/

9

21.O

±

50周 後

透視若鶴鉦
シ

エ ・}h

9

22.6

塗擦前(第5例 、

第6例

姓名 一13歳 女

病名 肺浸潤

塗擦前30同 後

脚 ゲ・像 禦蟹蛎
赤 沈 中 値23'17

50周 後

透視著
愛撫 シ

13

し
畳費 重30・632・935

マ ン トー 反 感 帯 十 十

デ ル モ ツ反 応 十1+十

初 診 當 時 咳 噺 多 カ リシ モ此 頃 ノ・殆 ソ ド消 退 セ ザ 塗擦

開 始 約2ケ 月後 申 出)

塗擦前 第6例)

第7例

姓名 一12歳 女

病名 肺浸潤

レン トゲ ン像

赤 沈 中 値

静 電

マ ン トー 反慮

デ ル モ ツ反 感

塗擦前

右肺門部陰影
左上葉部陰影

25

25

十

30周 後

/

10

26.4

十

十

食慾増進 シ偏食矯正サル(本 人申出)。

50回 後

透視著
婆無ジ

24

十

擦塗前(第7例)
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第8例

姓名13歳 女

病名 肺門波瀾

塗擦前30周 後50周 後

一 ・ゲ・像纂 聖馨 郵/灘 葦

赤 沈 中 値:181516

信豊 重31.63:i,435

マ ン トー 反 騰… 十十 十 ±

デル モ ツ反 磨+++

考 察

從來腺病見拉 二養護 見童 二封 シテ種 々 ノ注射或

ノ・内服薬 投與 ノ行 ハ レ居 ルハ甚 グ結構 ノ事 ナ レ

共、其 ノ治療数果 テ實際 二於 テ ドノ程 度マ デ暴

ゲ得 タルカテ知 ルハ馨師 二於 テモ父兄 二於 テモ

困難 ノ事 二属 ス。然 ル ニ結 核経 皮冤疫元 「デル

モツベ リ ン」二日 ル治療 二於 テノ・、龍重増加、食

慾増進、赤沈好輔導従来褒 表 サ、レタル敷果測定

ノ方法 ノ他_,皮 膚反慮 ニ ヨ リ免疫成立 ノ状態

ラ窺知 シ得 ル貼 が甚 グ興 味 ア リ叉優 レタル特徴

ナリ ト信ズ。 即 チ 「プ レェルギー」ノ見童 ノ・「ア

レルギー」二軸 ジ次第 二 「ヒペルェルギー」ノ状

態 テ示 ス。之 テ父兄及 ビ醤師、教師 二告 グル時甚

グ興味 ト感謝 テ示 ス。次 デ「ヒボ エルギー」トナ

リ、 「ボ ヂチーベ ァネルギー」テ達 ス。弦 二於 テ

其 ノ児童ノ泣 派 ナル免疫獲得者 ニ シテ陽性無反

慮`達 シタル喜 ビテ得 タル者 ナ リ。コノ「ボ シチ

ーベ アネルギー」ヘ ノ到達

ノ・大 人 ヨ リ モ見 童 ノ方 が蓬

カ ニ迅 遽 ナ リ。 大 人 ノ・8同

一120回 ニ シテ 漸 ク「ヒ ボ ェ

ル ギ ー 」二 移 行 ス ル ニ 反 シ、

小 見 ハ2,30同 ニ シテ 「ヒ ボ

エ ル ギ ー 」二 移 行 シ50回 或

ノ・夫 レ以 内 二 於 テ 「ボ シ チ

ー ベ ア ネ ル ギ ー 」 二 達 ス
。

塗擦前(第8例)

故 二治療ノ・小見期 二行 フベキ ナ リ。 而 シテ 「デ

ル モツベ リン」反 慮 トマ ソトー反照 ト併行 セル

ノ・興 味 アル貼 ナ リ。 アル見童 が陽性無 反磨 二達

シタルニ依 リ其児童 ニマ ント一反雁 テ行 ヒ2日

後 二之 ラ検査 セルニ全 ク陰性 ニ シテ注射 テ行 ヒ

シ針 ノ穴 ノミテ残留 シ居 レリ。而 シテ弦 二着 目

スベキノ、、 マ ⊃トー反磨 ニ ア リテノ、其 ノ陽性度

テ±+外 帯 ト匿別 サ レ居 レ共、例 ヘバ其 ノ什 二

就 テ考察 スルヘ ソレが ヒペルェルギ ッ シュ】ノ

升 ナ リヤ、或 ハ「ヒボ エルギ ツ シユ」ノ什 ナ リヤ
へ

判然 セズ》然 ルニ「デルモ ツベ リン」療 法 テ行 ピ

居 レバ コノ貼 ラ 明 白二 窺知 シ得 ル 事 ナ リ(圖

表参照)。

本實験 ノ、7月10日 ヨ リ始 メタル モ ノニ シテ 見

童 ノ夏椿期 二施行 シタルニ拘 ラズ豫 想外二著明

ナ ル饅重 ノ増加 ヲ見 劣ル・・本剤 塗擦 ニ ヨル数果

㊥ノ7▽ 『心
/＼

㊥ゾ ← 一e
、

＼

⑲
＼き⑧/

＼

楓 ρ

④

フ
レ
竜
ぞ
ー

ネ
ガ
チ
イ
ペ

7
充

.〒
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シ
手
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ア
沸
ル
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ノ表境 ナ リ トス瓦 シ.亮 童 ノ父 兄 難リハ大艦 二

於 テ甚 グ丈夫 誰 シテ貰 ヒタ リトノ感謝 ノ言 薦 斗

逡 ラレタリ#或 ハ偏食 ガ矯1}1サ しタリ トカ、或

ハ感 冒 二侵 サ レテモ薩 チニ治 ル様iニ ナ リタ リト

丸 食慾 甚 ダ増進 シタリ トカ報告 セラ レタ リ。中

エハ從 來何等数果無 キ藥劇 多 カ リ シ轟 ヨリ本剤

結

結核経皮発疫 元 「デルモツベ リ 》」テ養護見童47

名 二封 シ集 團的 二塗擦 シテ左 ノ結果 テ得 タリ.

1・ 見童 ノ夏瘡期 轟 實施 シタルニ 拘 ラズ30同

塗擦 ニ ヨリ55%艦 重 増 加1、50同 塗擦 ニ ヨ リ

89%「 彊豊重圭曾加 シタ リ,,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あ

1・ 赤沈 中値 ハ30回 塗擦 後61%、50回 塗 擦後

74%減 少 セ リ。赤沈 中値 ノ檎大 セル 音ノ・概 ネ皮

膚反鷹 ノ強烈 ナルユ原 因 ス.而 シテ赤沈 中値増

大 セル者 二就 キ50回 終 了後 更二 日 チ隔 テ ・赤

沈 ヲ検 査 セ シニ4名 ノ鋏席rtw除 キ塗襟前 二比

シ中値増大 セ]L　X一ハ2名 ノ ミナ リ、
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    Mein Ergebniss konnte die Brauhbarkeit der T. R. in der Prognosenstellung des 
Vorliegenden Lungenprozisses  bestatigen.  (Autoreferat.) 

        Studien  caber die Tuberkulose im Landbezirk in Hokkaido. 

 1V. Mitteilung :  Reihenrontgenuntersuchung  und B.C.G.-Impfung in Shidzunai. 

                                  Von 

         Prof. Dr. Hideji Arima, Dr. Susumu Kanai, Dr. Hiroshi Shimidzu 
 und Dr. Yoshio Kasai. 

        (Aus I. med. Klinik d. Kaiser!. Univers. zu Sapporo.  Vorstand  : Prof. Dr.  H. Arima.) 

    In der Mitte  März 1940 hatten die  Verff. eine Katasteruntersuchung der Tuber-
kulose bei 4,000 Bewohnern in Shidzunai  ausgefiihrt. 

 41.7% der mit 0.05 mgr. A. T. gepriiften reagierte positiv, dabei in Ainu  betragte 
der Prozentsatz  our  32.0%. Die  Infektiositat war von dem Alter  unabhängig. 

    Bei in Tnberkulose exponierten Kindern war die  Tuberkulinpositivitat auffallcnd 
 hOher als bei den nicht exponierten. 

    B.C.G. wurde bei 1,088  tuberkulinnegativen Kindern  (Dose  : 0.01 mgr.),  und bei 479 
Jugendlichen  (Dose  : 0.02 mgr.)  geimpft. 

   Bei der 796 Schirmaufnahme fanden die  Verff. 70 aktive  TuberkulOsen  : 27  Pri-
maraffektionen, 11 incipiente Formen  und 32 exsudative  und produktive Phthisen.  Bei 

jeden auf  Tuberkulose  verdachtigen Fallen wurde die Diagnose durch die Grossen-
aufnahme sicher  gestellt.  (Autoreferat.) 

 Ober die Resultate der Massenbehandlung  fur den Schulkindern, von 

      der percutanen  Methode des  tuberciilosen Antigen, Dermotuberin. 

                                  Von 

         Dr. Y. Sumiyosi aus Osaka, Dr. K. Takenaka  und Dr. A. Takahasi. 

    Wir haben die Massenbehandlung  fiir den Schulkindern von der percutane Methode 
des  tuhercillose Antigen, Dermotuberin, an den 47 zu  behandelnde von allen 1300 
Schulkindern  ausgefiihrt,  und hier das  fiber die  Veranderungen vielerlei  Zusta,nde be-
trachteten Resultat  verOffentlicht. 

 Obgleich die  Veranderungen von diesen  Zustande  folgend  nacheinander  er  wahnt 
werden, haben Wir, vom ganzen aus betrachtet, die folgende  Reaktion  : 

 Anergie  :  38.4% 
 Allergie  :  41.9% 

Und an dem  KOrpergewicht betroffen, haben wir die  KOrpergewichtzunahme von  93% 
von der Gesamtheit. Die  Mittelwert der  Senkungsgeschwindigkeit der roten  Blut-
kOresperchen geht  gliicklich  : 

                etwa  53%, nach 30 maligen  Behandlnegen,
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                  noch dazu  15%, nach 50 maligen Behandlungen, 
                  in summa  68%. 

So ist es uns sehr befriedigend,  dab  Veranderungen vielerlei  Zustände der etwa 94  von 
 der  sGesamtheit so betrachtet werden  konnte.  (Autorefrrat.) 

    Beitrag zur  Erythrozyten-Senkungsgeschwindigkeit bei gesunden Kindern. 

                                     Von 

                          Dr. Med.  Ichiro Nobushima. 

 (Aus dem  Chikuroku-Sanatorium.) 

     Trotzdem die Erythrozyten-Senkungsgeschwindigkeit  fiir die  TuberkulOse nicht eine 
 spezifische Reaktion ist, spielt sie bei der Diagnostik eine wichtige Rolle. Ich unter-

suchte die Erythrozyten-Senkungsgeschwindigkeit bei  tiiberkulOsen Patienten  sowohl 
286 Kindern auf dem Lande (11-14 Jahre)  durch Westergrensche Methode, besonders 

 stellte ich bei den gesunden Kindern einen  normalen Wert der  Erythrozyten-SenkunT,s-

geschwindigkeiten  fest  und nahm  Rdcksicht  fiber die  Verhältnisse aus der Mantouxschen 
Reaktion, Temperaturen,  Halslymphdriisen-Anschwellungen  und  Tonsillen-Hypertrophien, 
so erhielte ich  folgende  Resultate  : 

     1) Die Erythrozyten-Senkungsgeschwindigkeit in einer  Stunde bei  gesunden Kindern 

 (11-14 Jahre) schwankt  iiber  50'),; der  Gesamtzahl zwischen 1-10 mm,  derselben 
 zwischen 1-20 mm. Nach statistischer  Zahlweise  soil es unter 10 mm  „Normal  wert", 

 unter 20 mm  „BefOrderungswert"  und 11-19 mm  „Grenzwert" heissen.  Und die Durch-
schnittzahl des 1 Stunden Normalwertes  ist zwar 4-13 mm  und die des 2 Stunden des-

 selben  :ist 9-22 mm. Die  letzte Durchschnittzahl des 24 Stunden  Normalwertes ist  86- 
 88 mm. 

    2) Da die  Verhaltnisse zwischen der  LungentuberkulOse  und der Erythrozyten-
Senkungsgeschwindigkeit  bedeutungsvoll- sind, merkt man zwischen der Tuberkulin-

 Reaktion  und der Erythrozyten-Senkungsreaktion  ein spezifisches  Verhältnis. 
    3) Man sagte bisher, dass  es  ein tiefes  Verhältnis zwischen der  TuberkulOse  und 

der subfebrilen Temperatur gebe, sowie die Frage der subfebrilen Temperatur bei den 
Schulkindern oft diskutiert wurde. Aber zwischen sog. subfebrilen Temperatur  und der 

 Erythrozyten-Senkungsgeschwindigkeit bei gesunden Kindern hat es keine  spezifische 
Beziehung gegeben. 

    4) Die  Halslymphdriisen-Anschwellung  bei den  Kindern  lässt mehr  oder weniger 
die Erytprozyten-Senkungsgeschwindigkeit  befOrdern. 

    5) Die Tonsillen-Hypertrophie bei den Kindern hat keine  Verhdltnisse mit der 
Erythrozyten-Senkungsgeschwindigkeit. 

    6) Es hat auch keine Beziehung auf die  Schulzeugnisse der Kindern durch die 
Erythrozyten-Senkungsgeschwindigkeit.  (Autoreferat.)




